
 

 
 

リーダー不在の福井を問う 
                           

      

福
井
県
Ｊ
Ａ
５
連
会
長
、

全
国
農
業
者
農
政
運
動
組
織

連
盟(

全
国
農
政
連)

会
長
の

山
田
俊
臣
氏
は
コ
メ
が
農
業

産
出
額
の
６
割
を
占
め
る
県

内
農
業
を
「
自
国
の
農
業
は

自
国
で
守
る
べ
き
だ
」「
も
う

オ
バ
マ
米
大
統
領
と
婚
約
で

き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」

「
安
い
コ
メ
が
入
れ
ば
、
農

家
は
仕
事
を
し
て
も
借
金
に

追
わ
れ
る
事
態
に
な
る
。
自

国
の
農
業
は
自
国
で
守
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」「
今
後
と

も
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
向 

       

     

け
た
運
動
を
進
め
る
」
と
環

太
平
洋
連
携
協
定(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

に
野
田
佳
彦
首
相
が
参
加
す

る
こ
と
に
断
固
反
対
を
表
明

し
て
い
る
。 

 

自
由
経
済
へ
の
乗
り
遅
れ

こ
そ
が
長
期
的
に
見
れ
ば
日

本
の
コ
メ
の
品
質
向
上
と
、

販
路
拡
大
と
農
地
の
有
効
利

用
の
面
か
ら
も
牛
肉
、
野
菜
、

果
実
な
ど
関
税
率
の
流
れ
を

見
て
も
日
本
コ
メ
農
業
の
鎖

国
政
策
は
、
農
業
の
崩
壊
に

繋
が
る
と
指
摘
す
る
専
門
家

も
い
る
。 

日
本
が
農
産
物
へ
か
し
て

い
る
関
税
は
現
在
コ
メ
７
７

８
％
、
小
麦
２
５
２
％
、
牛

肉
38
％
、
野
菜
、
果
物
３
～

５
％
、
花
は
０
％
で
関
税
は

な
い
。 

安
い
コ
メ
が
海
外
か
ら
入 

            

っ
て
く
れ
ば
、
自
分
た
ち
の

田
ん
ぼ
は
必
要
な
く
な
り
耕

作
放
棄
地
に
な
っ
て
し
ま
う

と
言
っ
て
い
る
が
は
た
し
て

そ
う
だ
ろ
う
か
。
消
費
者
は

自
由
に
国
産
米
と
海
外
米
を

価
格
と
品
質
で
見
極
め
選
択

し
て
買
え
る
。
消
費
者
に
と

っ
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。 

 
 

戦
後
１
ド
ル
３
６
０
円
時

代
は
外
貨
不
足
で
食
料
の
輸

入
も
出
来
ず
食
糧
難
が
続
き
、

食
糧
の
増
産
を
国
策
と
し
て

進
め
て
き
た
。
コ
メ
は
配
給

制
度
で
昭
和
40
年
ご
ろ
ま
で 

                           

山
田
俊
臣
福
井
県
Ｊ
Ａ
五
連
会
長 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
断
固
反
対 

農
業
保
護
は
国
益
に
あ
ら
ず 
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統
制
が
続
い
た
。
今
の
よ
う

に
農
家
よ
り
直
接
買
う
事
や

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
ず
、

政
府
認
定
の
米
屋
で
配
給
手

帳
を
提
示
し
な
い
と
買
え
な

い
販
売
規
制
が
あ
り
、
自
主

流
通
米
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。 

 

昭
和
後
期
よ
り
小
麦
、
大

豆
、
牛
肉
、
パ
ン
な
ど
食
生

活
の
多
様
化
に
よ
り
コ
メ
の

国
民
一
人
当
た
り
の
消
費
量

は
３
分
の
１
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
は
専
業
の
農
業
経
営
者

へ
の
直
接
補
助
金
は
出
し
て

い
る
が
、
自
民
党
政
権
は
長

年
続
く
コ
メ
余
り
の
時
代
に

主
食
だ
か
ら
と
農
業
を
兼
業

農
家
も
含
め
保
護
し
、
政
権

維
持
の
た
め
過
剰
な
補
助
金

を
出
し
、
小
麦
、
野
菜
、
牛

肉
ほ
ど
自
由
化
さ
せ
な
か
っ

た
。 高

額
な
関
税
で
国
内
価
格

を
守
る
こ
と
は
消
費
者
に
と

っ
て
は
不
幸
な
政
策
だ
。
都

会
で
は
考
え
ら
れ
な
い
県
議
、 

           
知
事
、
市
長
、
国
会
議
員
選

で
は
幅
を
利
か
せ
選
挙
協
力

を
し
、
不
当
な
略
奪
と
思
え

る
予
算
要
求
し
、
既
得
権
益

を
守
っ
て
い
る
。
農
政
に
関

わ
る
２
重
３
重
の
農
家
に
群

が
る
公
務
員
、
団
体
職
員
の

人
員
と
施
設
の
大
幅
な
削
減

を
し
、
直
接
農
家
へ
の
補
償

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

地
震
国
で
国
土
も
狭
い
資

源
の
少
な
い
日
本
が
、
貿
易

自
由
化
こ
そ
が
人
、
物
、
金

の
流
通
に
繋
が
り
、
日
本
の

コ
メ
専
業
農
家
は
肥
料
な
ど

原
価
の
恩
恵
を
受
け
る
。 

農
水
省
の
試
算
に
よ
る
と

コ
メ
90
％
、
豚
肉
70
％
、
牛

肉
75

％
、
牛
乳
、
乳
製
品

56
％
の
生
産
減
少
率
を
発
表

し
て
い
る
が
生
産
に
対
す
る

努
力
、
競
争
、
高
付
加
価
値

で
勝
負
し
自
由
に
競
争
し
な

い
で
過
大
評
価
し
保
護
さ
れ

て
い
る
現
状
に
繁
栄
は
な
い
。 

 

き
れ
い
な
水
資
源
に
恵
ま

れ
た
良
品
質
米
で
あ
る
原
料

日
本
の
コ
メ
こ
そ
が

高
級

米
酒
、
日
本
酒
、
米
パ
ン
、

米
粉
な
ど
フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ

ン
の
よ
う
に
付
加
価
値
商
品

の
研
究
、
開
発
を
進
め
、
世

界
に
販
路
を
広
げ
る
自
由
化

競
争
こ
そ
が
得
策
と
思
う
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
締
結
さ
れ
て
も

10
年
間
の
猶
予
期
間
が
あ
る
。

日
本
の
価
格
は
下
が
っ
て
い

る
が
、
コ
メ
の
国
際
価
格
は

上
昇
し
て
い
る
。
中
国
産
、

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
の
価
格

と
接
近
し
、
日
本
は
減
反
政

策
で
価
格
が
守
ら
れ
て
い
る

が
減
反
を
や
め
れ
ば
価
格
が

下
が
り
格
差
の
逆
転
も
あ
り

え
る
。
専
業
農
家
は
十
分
に

海
外
と
の
競
争
も
で
き
る
。

兼
業
農
家
は
家
計
所
得
の
ほ

と
ん
ど
を
製
造
、
販
売
、
サ

ー
ビ
ス
業
、
公
務
員
、
団
体

職
員
と
し
て
勤
務
し
所
得
を

得
て
お
り
、
自
由
化
し
て
コ

メ
一
俵
が
７
千
円
に
な
っ
た

場
合
に
自
給
分
を
残
し
20
俵

を
売
る
と
し
て
現
在
の
価
格

の
１
俵
が
１
万
４
千
円
と
し

て
、
僅
か
14
万
円
の
所
得
不

足
で
コ
メ
以
外
の
食
料
品
、

日
用
品
な
ど
の
自
由
化
に
よ

り
受
け
る
恩
恵
と
の
差
は
あ

ま
り
な
い
。
関
税
の
無
い
貿

易
自
由
化
に
よ
る
恩
恵
を
う

け
農
家
世
帯
の
雇
用
の
場
も

広
が
る
。 

    

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議(

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ)

メ
ン
バ
ー

の
う
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
リ
、

ブ
ル
ネ
イ
、
米
国
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ペ
ル
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
計
９

か
国
で
交
渉
中
の
自
由
貿
易

協
定(

Ｆ
Ｔ
Ａ)

。
全
物
品
の

関
税
撤
廃
を
原
則
と
し
、
サ

ー
ビ
ス
や
投
資
の
自
由
化
な

ど
も
協
議
。
２
０
１
０
年
３

月
に
交
渉
入
り
し
、
13
日
ま

で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
期

間
中
の
「
大
枠
合
意
」
を
目

指
す
。
関
税
撤
廃
な
ど
で
は

各
国
の
立
場
の
相
違
か
ら
、

協
議
の
難
航
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。 

日
本
が
参
加
、
加
盟
す
る

に
は
参
加
国
の
同
意
が
必
要

と
な
り
、
カ
ナ
ダ
も
参
加
に

積
極
的
。
関
税
を
10
年
以
内

に
原
則
撤
廃
し
、
物
品
の
関

税
、
原
産
地
規
制
、
貿
易
円

滑
化
、
衛
生
植
物
検
疫
、
貿

易
の
技
術
的
障
害
、
貿
易
の

救
済(

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
等)

、

政
府
調
達
、
知
的
財
産
、
競

争
政
策
、
越
境
サ
ー
ビ
ス
貿

易
、
商
用
関
係
者
の
移
動
、

環
太
平
洋
連
携
協
定 

(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)
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金
融
サ
ー
ビ
ス
、
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
、
電
子
商
取
引
、

投
資
、
環
境
、
労
働
、
制
度

的
事
項
、
紛
争
解
決
、
協
力
、

「
人
の
移
動
」「
海
外
投
資
」

を
含
む
、
分
野
横
断
的
事
項

の
21
分
野
に
わ
た
る
。 

農
業
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ア

ア
ー
ス
の
輸
出
規
制
に
見
ら

れ
る
中
国
の
台
頭
に
対
抗
し

参
加
国
は
結
束
し
た
い
思
惑

も
働
い
て
い
る
。 

例
え
ば
、
自
動
車
産
業
が

日
本
か
ら
輸
出
す
る
と
現
在

の
関
税
負
担
は
、
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ッ
ク
25
％
、
ベ
ア
リ

ン
グ
９
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の 

自
動
車
５
％
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
自
動
車
25
％
、
ベ

ト
ナ
ム
の
自
動
車
83

％
、 

二
輪
車
90
％
と
な
っ
て
お
り
、 

 
 
 
 

関
税
に
よ
る
海 

外
移
転
に
よ
り 

日
本
の
製
造
業 

の
雇
用
が
損
な 

わ
れ
て
い
る
。 

     

河
瀬
一
治
敦
賀
市
長
は
在

職
17
年
。
初
当
選
時
に
産
声

を
上
げ
た
市
民
は
す
で
に
17

歳
。
先
人
が
築
い
た
原
発
産

業
頼
り
の
税
収
に
甘
ん
じ
、

決
断
力
、
判
断
力
、
説
得
力

で
先
の
見
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
て
き
た
と
は
言
え
ず
、

安
全
、
安
心
は
国
と
営
利
目

的
の
日
本
原
電
、
国
の
運
営

す
る
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ

ゅ
」
任
せ
。 

          

     

福
島
原
発
事
故
で
知
ら
れ

た
敦
賀
１
号
機
は
米
国
Ｇ
Ｅ

社
で
製
造
さ
れ
、
ベ
ン
ト
の

な
い
原
子
炉
本
体
。
使
用
済

み
核
燃
料
の
施
設
内
高
所
で

の
大
量
保
管
な
ど
の
危
険
を

指
摘
す
る
者
は
お
ら
ず
、
原

発
は
安
全
、
安
心
だ
と
市
民

へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
て
き

た
。
１
号
機
は
わ
ず
か
35
万

７
千
ｋ
Ｗ
の
発
電
能
力
。
人

間
に
例
え
れ
ば
、
戦
後
の
古

い
教
育
を
受
け
た
65
歳
を
過

ぎ
た
お
じ
い
さ
ん
を
い
つ
ま

で
も
働
か
す
よ
う
な
も
の
。 

１
号
機
延
長
運
転
、
も
ん

じ
ゅ
試
験
運
転
、
そ
の
後
、

実
証
炉
を
地
元
に
建
設
せ
よ
、

３
・
４
号
機
も
ぜ
ひ
建
設
を
、

原
発
運
転
40
年
が
過
ぎ
た
原

発
を
運
転
さ
せ
て
と
国
に
お

願
い
す
る
。「
お
前
さ
ん
、
こ

の
先
敦
賀
は
原
発
頼
り
し
か

な
い
の
か
？
」
と
申
し
た
い
。 

地
域
間
競
争
に
勝
て
る
先

を
読
む
技
量
、
人
心
掌
握
力

は
見
え
て
こ
な
い
。
原
発
三

昧
で
目
立
っ
た
施
策
を
発
揮

し
な
い
市
長
に
、「
日
本
地
図

で
敦
賀
の
位
置
を
し
っ
か
り

見
な
さ
い
」
と
言
い
た
い
。

原
発
立
地
市
町
村
協
議
会
会

長
と
し
て
霞
が
関
と
銀
座
視

察
に
偏
ら
ず
、
釜
山
、
横
浜
、

神
戸
、
欧
州
、
米
国
の
貿
易

港
を
徹
底
的
に
分
析
、
解
明

し
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
市

民
に
明
確
に
示
す
べ
き
。 

           

 

日
本
地
図
に
示
す
よ
う
に

好
立
地
に
あ
る
敦
賀
市
だ
が
、

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
国
際
色

が
な
い
。
原
発
依
存
か
ら
脱

却
し
た
貿
易
商
社
、
金
融
、

商
業
経
済
が
遅
滞
し
て
い
る
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
敦
賀
港
、

日
本
海
の
ハ
ブ
港
を
目
指
す

対
策
は
打
て
ず
他
都
道
府
県

と
の
競
争
に
負
け
て
い
る
。

物
流
拠
点
化
計
画
で
京
阪
神
、

中
京
圏
を
結
ぶ
都
市
機
能
に

よ
る
活
性
化
対
策
を
怠
っ
た
。 

衆
院
決
算
行
政
監
視
委
員

会
は
政
府
に
高
速
増
殖
炉

「
も
ん
じ
ゅ
」
開
発
や
核
燃 

           

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
な
く 

原
発
頼
り
の
河
瀬
敦
賀
市
長
！ 

韓国・釜山港 

横浜港 
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料
サ
イ
ク
ル
関
連
予
算
の
縮

減
な
ど
を
要
求
す
る
決
議
を

全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
決

議
は
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
い

て
「
開
発
計
画
の
妥
当
性
を

検
証
し
縮
減
す
べ
き
だ
」
と

言
明
。
原
子
力
関
連
予
算
全

体
を
め
ぐ
り
「
安
全
性
向
上

や
放
射
性
物
質
の

終
処
分

に
力
点
を
置
き
、
総
組
み
替

え
を
検
討
す
べ
き
だ
」
と
指

摘
し
た
。 

 

細
野
豪
志
環
境
原
発
事
故

担
当
相
が
「
も
ん
じ
ゅ
」
に

つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
曲
が
り

角
に
き
て
い
る
。
と
述
べ
計

画
か
ら
初
臨
界
ま
で
30
年
近

く
か
か
っ
た
と
指
摘
し
「
設

備
も
古
く
、
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
で
計
画
が
延
び
て
き
た
」

と
述
べ
、
存
廃
を
含
め
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
。
ま
た
、

既
存
の
40
年
を
超
え
て
い
る

原
発
の
再
稼
働
は
あ
り
得
な

い
と
発
言
し
て
い
る
。 

 

技
術
水
準
が
高
ま
り
既
存

の
５
基
の
原
発
、
美
浜
１
・

２
・
３
号
機
の
発
電
能
力
１

６
６
万
６
千
ｋ
ｗ
と
敦
賀

１
・
２
号
機
の
１
５
１
万
７

千
ｋ
ｗ
を
40
年
で
廃
炉
と
し
、

先
端
技
術
で
計
画
中
の
敦

賀
３
・
４
号
機
の
２
基
合
わ

せ
て
３
０
７
万
６
千
ｋ
ｗ
で

電
力
供
給
は
充
分
に
賄
え
る
。 

 

敦
賀
３
・
４
号
機
増
設
交

付
金
に
伴
う
電
源
立
地
促
進

対
策
交
付
金
の
限
度
額
は
敦

賀
市
１
４
５
億
３
千
万
円
、

南
越
前
町
48
億
７
千
万
円
、

美
浜
町
22
億
８
千
万
円
、
若

狭
町
22
億
２
千
万
円
、
県
29

億
８
千
万
円
な
ど
計
２
９
７

億
５
千
万
円
。 

敦
賀
市
は
平
成
17
年
度
、

着
工
年
度
の
２
年
前
よ
り
受

け
取
れ
る
特
例
制
度
を
活
用

し
２
億
６
千
万
円
を
も
ら
い
、

平
成
22
年
度
ま
で
に
58
億

２
千
万
円
を
受
け
取
っ
て
い

る
。
２
市
５
町
合
計
で
76
億

円
を
平
成
22
年
度
ま
で
に
受

け
取
り
済
み
で
あ
る
。
日
本

原
子
力
発
電
所
は
増
設
が
出

来
な
け
れ
ば
、
現
在
ま
で
の

埋
め
立
て
多
額
の
工
事
代
金 

と
交
付
金
の
76
億
円
も
無
駄

に
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 


